
技術 溶接構造物 保全活動 変

新 計測法 精度・

効率 改善 貢献 溶接

継手 裂発生前 損傷検出 可能

最新 技術動向 中心 溶接構造物 疲労健全性

今後 展開 議論 場 本

企画開催

予定討議項目：

１ 疲労損傷 実用化 現状 今後 課題

２ 新 計測法 応用 技術

動向 今後 展開

３ 非破壊損傷診断技術 動向 今後 展開

申込方法：

著者名 概要 200字程度 所属 連絡先

明記 Fax 03–3253–3059 溶接学会事務局

申 込

申込締切日：平成19年 4月 2日

講演採否：直接申込者 連絡

講演論文原稿送付締切日：平成19年 7月24日

注 採択 講演者 原稿 所定様式 作成

上記送付期限 提出 提出

原稿 溶接学会全国大会講演概要

集No.81 掲載 頂 原稿作成・講演方

法等 詳細 座長 大沢直樹 連絡

IIW資格制度特認 ：J-ANB認定講座

ISO14731／WES8103溶接管理技術者資格制度：

再認証審査小委員会認定講座

主　催：溶接学会

後　援：大阪大学大学院工学研究科 生産科学

教室／接合科学研究所

開催日：平成19年 7月18日 水 ～19日 木

会　場：大阪大学接合科学研究所　荒田記念館

〒567-0047茨木市美穂 丘11-1

TEL: 06 (6879) 8678 FAX: 06 (6879) 8689

開催趣旨：

溶接 造船 橋梁 建築 輸送機

機械・構造物 製品

要 技術 基盤技術 一

重要性 再認識 近年

国際競争力 強化 唱 中 生産 低減 加

製品 高付加価値化 求 溶接技術

一端 担 言 製

造業 各分野 溶接 高能率化・高効

率化 溶接部 高 次元 品質 安定化

信頼性 安全性 確保 対 要求 高

要求 応 溶接部特有 熱

現象 伴 材料学的特性 変化

変形 残留応力 力学的特性変化 溶接・接

合 関 基礎学理 正 理解 不可欠

設計 評価 検査 至 一貫

要素技術 知識 習得 応用 総合判断

力 養 要求

本年度 溶接工学夏季大学 溶接・接合 基礎学

理 実践 主題 現象 溶接

溶接 広義 技術 溶

接構造 溶接品質保証・品質管理 含

非破壊検査技術 溶接技術 基本 実践

展開 交 解説 会

員各位 関係技術者 研究者 方々 多数 参加

希望

案： 詳細 次号 掲載

7月18日 水

9 :15～10:45 溶接 学１

現象 熱伝導・対流 基礎

11:00～12:30 溶接

金属組織 熱力学 CCT図 凝固 炭素

当量

13:30～15:00 溶接

溶接 熱変形 残留応力

15:15～16:45 溶接施工１

溶接 基礎

17:00～18:00 接合科学研究所見学

希望者 対 実施 予定

7月19日 木

9 :00～10:30 溶接 学２

溶接 基礎・特徴 適用事例

10:45～12:15 異種材料 溶接・接合

選択 溶接材料 界面構造

適用事例

13:15～14:45 溶接強度評価学

溶接部 強度評価 破壊靭

性 健全性評価

15:00～16:30 溶接施工２

非破壊試験技術 基礎 適用

参加費：会員：35,000円 一般：45,000円 学生：5,000円

平成19年度溶接工学夏季大学 平成19年度溶接工学夏季大学 
　　　｢溶接・接合の基礎学理と実践｣ 


